
2021年3月25日 

男子体操競技情報 29 号 追加情報１ 

（公財）日本体操協会 

審判委員会体操競技男子審判本部 

 

国際体操連盟／男子体操競技技術委員会（FIG/MTC）からニュースレター＃37が公表されました。 

平行棒において組合せに関する情報、および新技の追加がありましたので、通達を致します。 

なお、その他の情報で既に男子体操競技情報29号に記載されている内容は割愛します。 

また、情報29号における修正、追加情報も併せて通達いたします。 

本情報は、2021年4月1日から適用と致します。 

 

１．平行棒（採点規則151ページ） 

14-2条-2-3 補足説明 

b) 特別ルール：単棒縦向き倒立になる技は、両棒で行った技と同価値である。その例外として、ヒーリー系

の技に接続した場合は、難度が 1段階格上げとなる（このヒーリー系の技も難度が 1段階格上げとなる）単

棒倒立での静止は認められる。 

 

これについて、以下の２つの例の組合せの場合、以下記載の判定とする。 

例１） 

I-21 ディアミドフ単棒倒立 ～ I-70 （単棒倒立から）ヒーリー支持 

I-71 Ｂ難度以上の単棒倒立になる振動技から片腕支持１回ひねり支持 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

例２） 

I-22 ディアミドフ1/4ひねり ～ I-70 （単棒倒立から）ヒーリー支持   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    C ⇒ D                        D ⇒ E (I -71)  

 

    D                        D  

 



２．新しく追加された技、技名 

 ① 後ろ振り上がり前方宙返り開脚抜き腕支持（パクニック）：E難度（Ⅱ-53）※ 技名の追加 

 

 

 

 

 

 

 

② 後ろ振り上がり前方宙返り開脚抜き懸垂（パクニック２）：F難度（Ⅱ-54）※ 技の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 前振り上がり（後方棒上宙返り）1/4ひねり単棒倒立：F難度（Ⅱ）技番号未定 ※ 技の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 情報29号修正、追加 

１）11ページ ３．2017年版採点規則修正、追加情報 ②鉄棒難度表 

赤文字の部分を追加 

Ⅳ-32、33、34、50、

51、52 

技の変更 各技の“屈身”を削除 

※ 意図して屈身した場合も含め、伸身と判断できない場合、

今まで通り屈身として判定とする。 

 

２）37ページ ２．演技実施上の確認事項 

３）後方とび車輪1回ひねり（クースト）で片手ずつ握るような実施は減点となる（0.10、0.30）。 

  → 削除 

 

以上 


